
HAPPY
BIRTHDAY

大谷 紺
かんな

夏ちゃん
８月２日生 ❺・伊原

二橋 蘭
らん

ちゃん 
８月９日生 ❸・上中元寺

ニコニコいっちゃん♡２歳おめ
でとう！大好きなご飯を沢山食
べて、いっぱい遊ぼうね！！

松岡 樹
いつき

生ちゃん 
８月14日生 ❷・添田東

誕生日おめでとう☆たくさんお
出かけしようね！

お誕生日おめでとう！とっても
元気で甘えん坊な紺夏ちゃん。 
楽しい思い出たくさん作ろうね!

誕生日おめでとう☆元気にいっ
ぱい遊ぼうね！

二橋 蓮
れんと

斗ちゃん 
８月９日生 ❸・上中元寺

締め切りは
８月14日㈮です

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

　

８
月
11
日
は
「
山
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
山
に
親
し
み
、
山
の

恵
み
に
感
謝
す
る
た
め
に
平
成
28（
２
０
１
６
）年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
は
、
英
彦
山
の
自
然
と
文
化
の
恵
み
を

紹
介
し
ま
す
。

文
化
庁
は
別
府
市
を
「
別
府
の
湯

け
む
り
・
温
泉
地
景
観
」
と
し
て

選
定
し
て
お
り
、
県
内
で
は
唯
一
、

豊
前
市
の
求
菩
提
山
周
辺
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。「
伝
統
的
建
造
物
群
」

と
は
町
並
み
全
体
を
文
化
財
と
し

て
保
護
し
、
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
の
仕
組
み
で
す
。
朝
倉
市
の
秋

月
や
八
女
市
の
黒
木
、
う
き
は
市

の
吉
井
な
ど
が
国
の
「
伝
統
的
建

造
物
群
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
川
市
郡
で
、
国
の
指
定
文

化
財
の
件
数
が
最
も
多
い

の
は
添
田
町
で
す
。
町
内
に
は
13

件
の
国
の
指
定
文
化
財
が
あ
り
、

多
く
は
英
彦
山
に
所
在
し
て
い
ま

す
。
英
彦
山
は
、
ま
さ
に
豊
か
な

自
然
と
文
化
の
両
方
を
体
験
で
き

る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
一
度
登
山
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

立
っ
た
崖
が
特
徴
的
な
峰
が
三
つ

あ
り
、
英
彦
山
に
近
い
方
か
ら
一

ノ
岳
、
二
ノ
岳
、
三
ノ
岳
と
呼
ば

れ
、
こ
の
総
称
が
鷹
ノ
巣
山
で
す
。

鷹
ノ
巣
山
は
ビ
ュ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
柱
状
の
丘
で
、
そ
の
代
表
的
な

山
の
姿
か
ら
文
化
財
と
し
て
、
昭

和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
化

財
を
「
有
形
文
化
財
」「
無

形
文
化
財
」「
民
俗
文
化
財
」「
記

念
物
」「
文
化
的
景
観
」「
伝
統
的

建
造
物
群
」
の
６
つ
に
分
類
し
て

い
ま
す
。「
文
化
的
景
観
」
や
「
伝

統
的
建
造
物
群
」
は
あ
ま
り
聞
き

な
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。「
文
化

的
景
観
」
と
は
地
域
に
住
む
人
々

の
生
活
と
自
然
が
一
体
と
な
っ
て

作
り
出
し
た
景
観
の
こ
と
で
す
。

【文・西山紘二学芸員（商工観光振興課歴史文化財係）】

自
然
と
文
化
の
宝
庫

　

英
彦
山
が
育
む
豊
か
な
恵
み
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◉
９
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

８
月
14
日
㈮
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

投
稿
】

時
め
ぐ
り
今
年
も
来
た
る
盆
ト
ン
ボ

　
　

里
の
ゆ
ふ
ぞ
ら
埋
め
つ
く
す
が
に　

独
活
山
強
実

「
再
」の
文
字
避
け
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
止
め
る
の
は

　
　
　
　
　

有
名
人
の
訃
報
に
釘
付
け　

櫻
木
マ
サ
子

カ
ナ
カ
ナ
と
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
く
夕
暮
れ
は

　
　
　

子
ど
も
の
頃
に
戻
っ
た
み
た
い　

佐
藤　
　

直

福
岡
市
杉
桧
を
桜
ケ
ヤ
キ
等
に
植
え
か
へ
る
と

　

花
粉
症
公
害
に
取
り
く
む
国
家
初
の
英
断
よ　

柳
瀬　

一
徳

雨
あ
が
り
輝
く
山
に
虹
二
つ

　
　
　
　
　

君
と
見
ら
れ
た
夏
の
奇き

せ
き蹟　

西
村　

宗
雪

「
先
生
」
と
五
十
年
の
彼か

な
た方

よ
り

　
　
　

名
も
顔
も
消
え
記
憶
を
た
ど
る　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

オ
タ
ク
サ
や
滝
さ
ん
忍
ぶ
花
公
園　
　
　

伊
勢
村　

稔

七
夕
や
色
紙
に
願
い
幼
稚
園　
　
　
　
　

寺
本　

芳
寛

夏
雲
や
選
挙
の
声
を
吸
い
上
げ
り　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

日
田
か
ら
の
豊
前
国
へ
の
岳
滅
鬼
峠　
　

原
田
祥
二
郎

英
彦
山
は
日
本
二
百
名
山
で
す　
　
　
　

原
田　

順
子

町
の
約
８
割
を
森
林
が
占
め

て
お
り
、
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
、
四
季
を
問
わ
ず
多
く
の

登
山
者
や
ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う

添
田
町
。
県
内
で
も
有
数
の
高
さ

を
誇
る
英
彦
山
は
、
多
種
多
用
な

植
物
が
生
育
す
る
山
で
す
。
春
は

英
彦
山
神
宮
参
道
沿
い
の
ミ
ツ
マ

タ
や
守
静
坊
の
枝
垂
れ
桜
、
夏
は

英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
花
園
で
ア

ジ
サ
イ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秋
は
高
住

神
社
周
辺
で
モ
ミ
ジ
や
イ
チ
ョ
ウ

な
ど
の
紅
葉
が
楽
し
め
、
冬
の
山

頂
付
近
で
は
気
象
条
件
が
整
え
ば
、

樹
木
に
真
っ
白
な
結
晶
が
つ
き
、

ま
る
で
白
い
花
が
咲
い
た
よ
う
な

幻
想
的
な
景
色
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
英
彦
山
の
東
側
に
は
、

山
頂
部
分
が
平
坦
で
垂
直
に
切
り
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★ ▷17日～22日
★
　▷18日／絵の具遊び・うちわ製作（給食）　▷25日
　／ヨガ講座 in 児童館　
★
　▷７日／運動遊び　▷21日／親子健康教室・おっぱ
　い相談・虹の会読み聞かせ　▷28日／手芸くらぶ　
★
　▷５日　▷19日／虹の会読み聞かせ
★
▷20日

※13日～15日はお盆休みです。
※公式ＬＩＮＥではおんぶに抱っこ通信
やイベントのお知らせなどを配信してい
ます。ぜひ友だち追加してください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

↑ 鷹ノ巣山(左側)と英彦山（右側）

↑団体表演の部でも優勝するなど大活躍した添田道場の拳士たち

個人でも団体でも拳士が大活躍！

　日本嵩山少林拳連盟の春季武術大会が６月７
日に添田町体育館で開催されました。日本嵩山
少林拳は、中国河南省の少林寺から発祥した中
国武術で、演武（型）と散打（乱取り）で技を
競い合う大会が年に２回、開催されています。
添田道場の拳士たちは、この日を目標に日々練
習を重ね、技を磨いてきました。当日、拳士た
ちは練習の成果を十分に発揮し、好成績を収め、
地元添田町で開催されたこの大会を盛り上げて
くれました。結果は、以下のとおりです。
◉演武試合
▷小学女子の部　第３位　田中　乃愛　
▷器械の部　第３位　井手本　竜也　
▷一般女子拳術の部　準優勝　平川　花
▷一般女子器械の部　優勝　手島　愛純
　　　　　　　　　　準優勝　平川　和
▷団体表演の部　優勝（手島　愛純、平川　和、
　平川　花、田中　乃愛、井手本　竜也）
◉散打試合
▷一般女子の部　優勝　手島　愛純
◉最優秀拳士賞　手島　愛純

まちかど特派員投稿まま

送信先

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をメールで送信してください。
　　　　　 koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）

【メンバーを募集しています】
　日本嵩山少林拳連盟誠武会添田道場では、一
緒に活動するメンバーを募集しています。見学
だけでも構いません。楽しく一緒に身体を動か
しませんか。興味のある人は下記まで連絡くだ
さい。
▶練習日　毎週木曜日・土曜日　18時30分～20　
　時30分
▶練習場所　添田町武道館
▶問い合わせ　日本嵩山少林拳連盟誠武会添田
　道場　手島　信幸（☎090-9591-9090）


